
５
月
19
日
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
「
経
済
対
策
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
費
補
助

金
の
実
施
」
が
説
明
、
提
起

さ
れ
過
日
終
了
し
た
定
例
会

本
会
議
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
復
活
に
関
し
て
は

党
市
議
団
も
同
僚
議
員
も
提

起
し
て
き
た
も
の
で
、
復
興

事
業
が
収
束
を
迎
え
て
い
る

今
日
、
地
域
経
済
浮
揚
策
と

し
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

事
業
の
趣
旨
、
交
付
対
象
は

住
宅
関
連
産
業
の
事
業
の

継
続
お
よ
び
雇
用
維
持
な
ど

を
中
心
と
す
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
も
の
で
、
市

民
の
居
住
環
境
の
改
善
・
向

上
を
図
る
も
の
で
す
。

補
助
金
交
付
対
象
は
、

●
市
内
に
住
所
を
有
し
、
そ

の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
所

有
者
で
あ
る
こ
と
。

●
施
工
は
市
内
業
者
で
あ
る

こ
と
。

●
建
築
後
10
年
以
上
を
経
過

し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

●
納
期
の
到
来
し
た
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

●
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

に
工
事
完
了
届
が
提
出
で
き

る
こ
と
。

補
助
金
の
額
は

20
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
費
に
対
し
て
10
万
円

を
補
助
す
る
。

こ
の
財
源
は
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
で
す
。

実
施
件
数
見
込

こ
の
事
業
の
実
施
件
数
見

込
は
１
０
０
０
件
（
事
業
費

２
億
円
超
え
）
で
す
。

事
業
実
施
期
間

こ
の
実
施
期
間
に
関
し
て

は
予
算
委
員
会
で
議
員
か
ら

「
す
で
に
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
実
施
し
て
い
る
方
も
対
象

と
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
採

用
さ
れ
、
今
年
４
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
、
来
年

３
月
末
（
受
付
は
今
年
12
月

28
日
）
と
な
り
ま
し
た
。

２ ０ ２ １ 年 ６ 月 １ ３ 日 （日 ） （ 宮 古 民 報 ） 第 １ ７ １ ４ 号 （ ２ ）

短
歌

金
沢
邦
臣
（
田
鎖
）

●
す
っ
す
っ
と
皮
の
下
い
く
ナ
イ
フ
の
刃

薄
く
薄
く
と
黄
の
リ
ン
ゴ
剥
く

●
階
段
を
下
り
る
脚
力
足
ら
ず
し
て
発
車
し
て
行
く
バ
ス
見
送
り
き

西尾正道氏・北海道ガン

センター名誉院長が力説

西尾正道氏は、放射線

治療の第一線で39年間働

き、がん患者３万人と向

き合い続け「市民のため

のガン治療の会」を立ち

上げ活躍している方です。

これから紹介する同氏

の新聞紙上に寄稿した文

章は、処理水放出決定に

反対する運動に大きな示

唆を与えるものです。

1061基のタンクに860兆

ベクレルのトリチウムが

福島原発敷地内に1061

基のタンクが置かれてい

ます。東電は多核種除去

装置（ＡＬＰＳ）で汚染

水を浄化していますが、

トリチウムは除去できま

せん。

デブリに接して発生す

る汚染水は毎日140㌧溜

まり続けます。ＡＬＰＳ

で浄化しても基準値以上

のヨウ素129（半減期は1

570万年）やストロンチ

ウム90（半減期29年）等

の核種が残量しているこ

とは東電も認めています。

処理水処分方法別費用は

34億円～3976億円と幅が

大きい

政府はトリチウムを除

去する技術、装置がいく

つか開発されていること

を当然知っています。し

かし結論として最も安い

費用（34億円）で済む海

洋放出を行うと決定した

のです。

トリチウム分離の技術の

開発に関する国際入札に

2016年経産省はトリチ

ウム除去に関する国際入

札を行っています。これ

はロシアの国営企業の子

会社ロスラオが落札し、

実証実験で分離方法を開

発しています。（続く）

地
域
経
済
活
性
化
対
策
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
を
実
施

鍬
ケ
崎
の
釣
り
吉
は
６
日
、

遠
野
市
の
猿
ヶ
石
川
（
１
級

河
川
）
の
附
馬
牛
周
辺
に
入

る
。
朝
５
時
前
に
到
着
。
数

年
前
に
大
漁
し
た
こ
と
か
ら

忘
れ
ら
れ
ず
、
二
度
目
の
挑

戦
で
あ
る
。

エ
サ
は
当
然
チ
ョ
ロ
虫
、

脈
釣
り
、
目
印
は
蛍
光
糸
で

２
ヶ
所
に
、
竿
は
５
・
６
㍍

で
そ
う
長
く
は
な
い
。
道
路

沿
い
に
釣
り
下
が
っ
た
。
農

家
は
朝
が
早
い
。
「
釣
れ
る

す
か
？
」
と
声
を
掛
け
ら
れ

な
が
ら
10
時
ま
で
に
ヤ
マ
メ

９
尾
の
釣
果
。
そ
こ
で
納
竿

し
、
車
で
小
国
川
に
急
行
。

11
時
半
、
お
に
ぎ
り
を
食
べ

再
び
挑
戦
。
集
落
沿
い
に
釣

り
下
が
る
。
「
隠
れ
た
」
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。
22
㌢
を
筆

頭
に
７
尾
の
ヤ
マ
メ
。
「
集

落
沿
い
は
敬
遠
す
っ
ぺ
ど
も

そ
ご
が
い
い
の
す
」

季
節
は
最
高
！
行
ぐ
ぞ
！

つ
り情

報
マ
ニ
キ
ュ
ア
は
手
足
の
爪

に
有
機
ポ
リ
マ
ー
を
塗
っ
て

艶
や
か
に
装
飾
す
る
、
ジ
ェ

ル
ネ
イ
ル
は
手
の
爪
に
樹
皮

を
塗
る
ア
ー
ト
で
長
持
ち
す

る
と
言
わ
れ
る
。
そ
ん
な
解

説
を
し
た
い
わ
け
で
は
決
し

て
な
い
の
だ
が
・
・
。

い
ま
か
ら
数
十
年
も
前
の

こ
と
。
高
校
を
卒
業
し
社
会

人
と
な
っ
た
二
十
歳
前
後
に

手
の
爪
に
塗
る
マ
ニ
キ
ュ
ア

が
流
行
っ
た
。
女
性
、
な
か

で
も
社
会
人
と
な
っ
た
女
性

は
給
料
日
に
何
気
な
い
素
振

り
を
し
て
化
粧
品
店
に
入
り

そ
れ
を
購
入
し
た
。
お
店
の

方
も
「
（
こ
の
方
も
マ
ニ
キ
ュ

ア
を
買
い
に
来
た
ん
だ
）
」

と
分
か
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
彼

女
も
そ
れ
を
買
い
、
家
に
帰

り
、
風
呂
上
り
に
自
分
の
部

屋
で
左
手
の
薬
指
に
セ
ピ
ア

色
を
塗
っ
た
。
部
屋
中
が
パ
ッ

と
明
る
く
な
っ
た
。
翌
朝
、

朝
食
を
済
ま
せ
会
社
に
出
か

け
た
。
末
広
町
を
歩
い
て
い

る
と
向
こ
う
か
ら
同
級
生
の

Ａ
子
が
来
た
。
Ａ
「
◯
◯
や

ん
指
さ
血
豆
が
で
ぎ
っ
た
よ
」

つ

ま

め

と
叫
ん
だ
。
彼
女
「
（
あ
っ

取
ん
の
を
忘
れ
て
た
！
）
」

こ
ぼ
れ
話

【
チ
カ
の
天
ぷ
ら
】

［
材
料
］
チ
カ
（
海
の
ワ
カ

サ
ギ
）
、
天
ぷ
ら
粉
、
オ
イ

ル
、
塩
、
大
根
、
め
ん
つ
ゆ
。

［
つ
く
り
方
］
近
所
の
方
か

ら
チ
カ
を
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
チ
カ
は
夫
の
調
べ
で
は
キ
ュ

ウ
リ
ウ
オ
目
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ

科
の
魚
で
ワ
カ
サ
ギ
に
非
常

に
似
て
い

て
区
別
さ

れ
ず
に
流

通
し
て
い

る
と
言
っ

て
い
ま
し

た
。
と
て
も
美
味
し
く
天
ぷ

ら
が
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

①
チ
カ
は
洗
い
、
内
臓
を

取
り
出
し
、
水
切
り
し
て
お

き
ま
す
。
②
天
ぷ
ら
粉
を
透

明
袋
に
入
れ
、
そ
こ
に
チ
カ

を
入
れ
良
く
か
き
混
ぜ
ま
す
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
イ
ル
を

入
れ
１
８
０
℃
に
温
度
を
上

げ
ま
す
。
そ
こ
に
チ
カ
を
入

れ
天
ぷ
ら
粉
が
色
づ
い
た
ら

上
げ
ま
す
。
④
わ
が
家
で
は

塩
を
振
り
か
け
て
食
べ
る
派

と
、
大
根
お
ろ
し
に
め
ん
つ

ゆ
を
掛
け
た
も
の
と
一
緒
に

食
べ
る
派
に
分
か
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
と
て
も
美
味
し
い

で
す
よ
。

（
津
軽
石
／
Ｓ
・
Ｎ
）

わ
が
家
の

一

品

自
注
／
戦
中
、
戦
後
の
育
ち
の
た
め
か
、
貧
乏
育
ち
の
せ
い
か
、
リ
ン
ゴ
の
皮

む
く
に
薄
く
む
く
く
せ
が
つ
い
た
い
ま
す
。
淋
し
い
こ
と
で
す
。
【
訂
正
／
編
集

部
】
先
週
号
の
「
水
張
田
］
（
み
ず
は
り
だ
）
は
（
ミ
ハ
リ
ダ
）
で
す
。

トリチウムの海洋放出は長い視点
でみると緩慢な殺人行為である！

住宅リフォーム


